
平成™�年š月™�日 水曜日 (号外第�›号)官 報

第
六
十
六
条
中
「
同
条
第
一
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「「
当
中
間
会
計
期
間
に
」
と
」
の
下
に

「
、
同
条
第
二
項
中
「
財
務
諸
表
提
出
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
中
間
財
務
諸
表
提
出
会
社
」
と
、「
連
結
財
務
諸
表
」

と
あ
る
の
は
「
中
間
連
結
財
務
諸
表
」
と
」
を
加
え
る
。

（
中
間
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

中
間
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則（
平
成
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
八
条
の
六
」
の
下
に「（
第
四
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
十
五
中
「
第
八
条
の
二
十
八
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
、「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に「（
第
三
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
中
「
第
二
十
六
条
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
二
中
「
第
二
十
六
条
の
二
」
の
下
に「（
第
五
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に「（
第
三
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
中
「
第
五
十
六
条
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
四
十
三
条
中
「
第
五
十
四
条
の
四
」
の
下
に「（
第
四
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
六
十
二
条
の
二
中
「
第
九
十
五
条
の
三
の
二
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
六
十
二
条
の
三
中
「
第
九
十
五
条
の
三
の
三
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
九
条
中
「
第
百
七
条
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
、「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

（
四
半
期
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

四
半
期
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
六
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に「（
第
三
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
中
「
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に「（
第
三
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

（
四
半
期
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

四
半
期
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
六
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に「（
第
三
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
加
え
る
。

第
四
十
三
条
中
「
第
二
十
条
」
の
下
に「（
第
三
項
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

（
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
四
十
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
号
様
式
記
載
上
の
注
意
Ḟ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ｄ
会
社
法
以
外
の
法
律
の
規
定
又
は
契
約
に
よ
り
、
剰
余
金
の
配
当
に
つ
い
て
制
限
を
受
け
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
を
注
記
す
る
こ
と
。

第
二
号
様
式
記
載
上
の
注
意
K̇
ｄ
中「
第
1
2
7条
第
２
項
」

を「
第
1
2
9条
第
２
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意

K̇
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ｉ
財
務
諸
表
等
規
則
第
１
条
の
２
に
規
定
す
る
特
例
財
務
諸
表
提
出
会
社
が
、
財
務
諸
表
等
規
則
第

1
2
7条

の
規
定
に
よ
り
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

第
二
号
様
式
記
載
上
の
注
意
I̊
中
ｅ
を
削
り
、
ｆ
を
ｅ
と
し
、
ｇ
を
ｆ
と
す
る
。

第
二
号
様
式
記
載
上
の
注
意
K̊
ｂ
中「

な
お
、
原
価
の
構
成
比
を
示
し
、
か
つ
、
会
社
の
採
用
し
て
い
る
原
価
計

算
の
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
。」

を 「
な
お
、
原
価
の
構
成
比
を
示
し
、
か
つ
、
会
社
の
採
用
し
て
い
る
原
価
計
算

た
だ
し
、
連
結
財
務
諸
表
に
お
い
て
、
連
結
財
務
諸
表
規
則
第
1
5条
の
２
第

注
記
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
製
造
原
価
明
細
書
を
掲
げ
る
こ
と
を
要
し

の
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
。

１
項
に
規
定
す
る
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
を

な
い
。

」

に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
記
載
上
の
注
意
Ȩ
中「

た
だ
し
、」

の
次
に「

連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
又
は
」

を
加
え

る
。第

二
号
の
六
様
式
記
載
上
の
注
意
c
ａ
中「

第
1
2
7条
第
２
項
」

を「
第
1
2
9条
第
２
項
」

に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
記
載
上
の
注
意
F̄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ｃ
会
社
法
以
外
の
法
律
の
規
定
又
は
契
約
に
よ
り
、
剰
余
金
の
配
当
に
つ
い
て
制
限
を
受
け
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容
を
注
記
す
る
こ
と
。

第
三
号
様
式
記
載
上
の
注
意
Ĭ
ｂ
中「

第
1
2
7条
第
２
項
」

を「
第
1
2
9条
第
２
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意

Ĭ
中
ｅ
を
削
り
、
ｆ
を
ｅ
と
し
、
ｇ
を
ｆ
と
す
る
。

第
三
号
の
二
様
式
記
載
上
の
注
意
Ĩ
中
ｄ
を
削
り
、
ｅ
を
ｄ
と
す
る
。

第
七
号
様
式
記
載
上
の
注
意
\
ｇ
è
{
中「

第
1
2
9条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

を「
第
1
3
1条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
\
ｇ
è
|
中「

第
1
2
9条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

を「
第
1
3
1条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
Ḋ
ｂ
中「

第
1
2
9条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
」

を「
第
1
3
1条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま

で
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
Ė
ａ
æ
中「

第
1
2
9条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

を「
第
1
3
1条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
Ė
ａ
ç
中「

第
1
2
9条
第
３
項
」

を「
第
1
3
1条
第
３
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意

Ė
ａ
è
中「
第
1
2
9条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

を「
第
1
3
1条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
記
載
上
の
注
意
\
ｇ
è
{
中「

第
1
2
9条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

を「
第
1
3
1条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
\
ｇ
è
|
中「

第
1
2
9条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

を「
第
1
3
1条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
F̄
ｂ
中「

第
1
2
9条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
」

を「
第
1
3
1条
第
１
項
か
ら
第
４
項
ま

で
」

に
改
め
る
。

第
九
号
の
三
様
式
記
載
上
の
注
意
\
ｇ
è
{
中「

第
1
2
9条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

を「
第
1
3
1条
第
１
項
又
は
第

２
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
\
ｇ
è
|
中「

第
1
2
9条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

を「
第
1
3
1条
第
３
項
又
は
第

４
項
」

に
改
め
る
。

第
十
号
様
式
記
載
上
の
注
意
\
ｇ
è
{
中「

第
1
2
9条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

を「
第
1
3
1条
第
１
項
又
は
第
２
項
」

に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
\
ｇ
è
|
中「

第
1
2
9条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

を「
第
1
3
1条
第
３
項
又
は
第
４
項
」

に
改
め
る
。

（
財
務
諸
表
等
の
監
査
証
明
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

財
務
諸
表
等
の
監
査
証
明
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
第
百
二
十
九
条
」
を
「
第
百
三
十
一
条
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
次
項
及
び

第
三
項
に
お
い
て
「
新
財
務
諸
表
等
規
則
」
と
い
う
。）は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業

年
度
に
係
る
財
務
諸
表
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

２

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
財
務
諸
表
に
初
め
て
新
財
務
諸
表
等
規
則
を

適
用
す
る
場
合
に
は
、
新
財
務
諸
表
等
規
則
第
八
条
の
三
の
四
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
金
額
（
第
一
条
中
財
務
諸

表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
第
八
条
の
六
、
第
八
条
の
二
十
三
、
第
八
条
の
二
十
八
、
第
二

十
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
六
条
の
二
、
第
四
十
二
条
、
第
五
十
四
条
の
四
、
第
五
十
六
条
、第
六
十
八
条
の
四
、

第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
の
二
、
第
八
十
条
、
第
八
十
六
条
、
第
九
十
五
条
の
三
の
二
、第
九
十
五
条
の
三
の
三
、

第
九
十
五
条
の
五
の
二
、
第
九
十
五
条
の
五
の
三
、
第
百
七
条
、
第
百
二
十
一
条
及
び
第
百
二
十
七
条
の
改
正
規
定

に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
六
十
五

号
）
附
則
第
九
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
三
項
各
号
に
定
め
る
事
項
は
、
財
務
諸
表
提
出
会
社
（
新
財
務
諸
表
等
規
則
第
五
条
第

一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
等
提
出
会
社
を
い
う
。）が
連
結
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は
、
記
載

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
は
、
平
成

二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
連
結
会
計
年
度
に
係
る
連
結
財
務
諸
表
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に

終
了
す
る
連
結
会
計
年
度
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
中
間
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
中
間
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
は
、
平

成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す
る
中
間
会
計
期
間
に
係
る
中
間
財
務
諸
表
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前

に
終
了
す
る
中
間
会
計
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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